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換気、消毒を徹底し、開館しています。
来館の際には、マスクの着用・手指の消毒・体温測定などへのご協力をお願いいたします。
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南区地域課題講座

「みんなの『わっ！』フェスタ」は、みなみラウンジで活動している市民活動団体、街の先生、多文化共生ボランティ
アのみなさんの日頃の活動の発表の場です。今年は活動者によるワークショップと日本語教室学習者による日本語スピー
チを行います。特別プログラムとして二胡の鑑賞会もあります。ぜひご参加ください！！

みんなの「わっ！」フェスタ 2022

災害が起きたときに活かされる「自助」と「共助」の重要性、災害に対する正しい理解や備えを防災の専門
家から学びます。3回目では地図上で一人一人が避難路を考える訓練を行います。（全3回）

【第1回】12月 7日（水） 14:00～15:30 「南区の災害リスクと避難について」
【第2回】12月14日（水） 14:00～15:30 「過去の災害から学び、自らの備えと地域防災を考える」
【第3回】12月21日（水） 14:00～15:30「大地震をシミュレーションしよう！～地域の安全を守るために～」

（会場）みなみ市民活動・多文化共生ラウンジ （浦舟町3-46 浦舟複合福祉施設10階）
（定員）15人（11月11日より先着順） ※基本的に3回参加できる方

●講座を終了された方には「防災講座修了書」をお渡しします。
【問合せ・申込み】
氏名・電話番号を書き、 11月11日（金）よりメール・TEL・FAXまたは右の二次元バーコードから
みなみ市民活動・多文化共生ラウンジ「地域課題講座」担当へ

e-mail：minami-kouza@yoke.or.jp 電話:045-232-9544 FAX 045-242-0897

参加者大募集！
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「地域防災の達人 養成講座」
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参加者大募集！ 楽しいプログラムにぜひご参加下さい！

(1)本場インドヨガ体験 10:00～11:00・15人

(2)知的障がいのある人ってどんな気持ち？10:30～11:30・15人

(3)バランスボールで楽しいエクササイズ 11:30～12:30・10人※500円

(4)やさしいロープワーク 12:00～13:00・20人

(5)アロハ・ヒーリング・ヨーガ 13:00～14:00・20人

(6)好きな絵柄を焼きつける食器作り 13:30～14:30・15人※500円

(7)タイ伝統舞踊を踊ってみよう！ 14:30～15:30・10人

(8)紙芝居師体験 15:00～16:00・10人

(9)【特別プログラム】劉 晋陽の二胡鑑賞会 16:00～17:00・20人

●IEみなみ日本語教室

●あい・にほんごクラブ

●たぶんかフリースクール

●楽しい日本語の会

●みなみVクラブ

みなみラウンジホーム
ページにて公開します！

12月10日から公開！

中国・インド・ベトナム・
マレーシアから11名の学
習者が日本語スピーチを発
表します。お楽しみに！

ワークショップ詳細と
日本語スピーチは「み
んなの『わっ！』フェ
スタ」特設サイトへ

【申込み】氏名・電話番号・年齢・希望のワークショップ名と番号を
書き、10月11日（火）より、メール・TEL・FAXまたは右の二次元
バーコードから、みなみ市民活動・多文化共生ラウンジへ（先着順）
e-mail：minami-kouza@yoke.or.jp
電話:045-232-9544 FAX：045-242-0897

開催日・場所：2022年11月20日(日)・みなみラウンジ

Google Formsでの
お申込みはこちらから

特設サイトは
こちらから

Google Formsでの
お申込みはこちらから

りゅう しんよう



特集１：第1回「利用者のつどい」開催しました！

７月30日（土）３年ぶりに対面のみの利用者のつどいを開催しました。今回は初めての試みとして、市民活

動団体に加え、街の先生も交えた集まりとしました。市民活動団体13人、街の先生9人の合計22人が参加し、

希望者による活動発表から始まり、グループでの交流会・話し合いを活発に行うことができました。

活動発表

特集２：外国につながる青少年ボランティアプログラム

書道【及川 菱城さん】 箏・十七絃【渡邉 勝代さん】

参加者インタビュー

市民活動団体3団体、街の先生３名が活動発表をしました。

活動発表を熱心に聞く参加者の皆さん

交流会 交流会では、活動の課題や目標などについて活発に意見交換をしました。

射的、福笑い、迷路、ボーリング、もぐらたたきと５つのゲー

ムを企画・実施しました。終了後の感想として、「改良点に気

が付いた」「子ども達が可愛かった！」「喜んでくれてよ

かった！」「これからのボランティア活動につなげたい！」な

どの声があがりました。

書道歴は60年以上です。33歳で師範の資格を取

得。最盛期には平日の仕事の傍ら、120人ほどの

生徒さんに書道を指導していました。「今は地域

の公共施設や高齢者施設でボランティアとして書

道を指導し、若い時代を思い起こし、楽しんでも

らっています。」調理師学校でもお品書きが書け

るように書道と篆刻印を指導しています。

書道の魅力は、年齢に関係なく、人と

人との輪と和が広がっていくことだと

おっしゃる及川さん。参加者には学ん

だことを活かし、続けてもらえるよう、

練習だけでなく節目の年には作品を

作ったり、和やかな教室の雰囲気を心

がけていらっしゃいます。

南区の南吉田小学校放課後キッズクラブで開催するイベントをゴールに夏休みの5日間、中国、フィリピン、ネパール、アメリカ

などにつながる高校１～３年生のボランティア10名がプログラムに参加しました。オリエンテーションから始まり、イベントの

企画・準備・実践を創意工夫しながら、仲間と協力し、子ども達が喜ぶイベントの成功へ結びつけることができました。

ロールモデルとなる外国につながる先輩の

大学院生から経験談を聞く参加者たち

ボーリングに何度も何度もトライする子も

本番後の振り返りでは、学んだことや課題から始まり、

それぞれの将来の夢などを楽しく話し合いました

看板もすべて手作り

お兄さん、お姉さんと遊びたい子ども達射的には順番待ちの列が・・・

もぐらたたきはモグラが壊れるほど大興奮

街の先生 手老（てろう）和子さん

（フラワーアレンジ）

①久しぶりに対面で皆さんとお

話ができてよかった。

②高齢者サロンのボランティア

をしているが材料費が限られて

いる。フラワーアレンジは材料

費がかかるのが課題。

経済を学ぶ会（箕輪京四郎さん）

①活動発表を聞いて、他団体の活動にも興味

が湧いてきた。

②この会は経済の実態をわかりやすく勉強す

る会。工場見学や無農薬野菜レストランでの

食事会などを行い、楽しく学んでいる。

南区三曲会（奥岡歌尤（かゆう）さん）

①様々な活動を知ることができた。皆さ

んと一緒にコラボする活動ができればい

いと思った。

②コロナ禍で3年間活動ができなかった。

今は12月の公演準備をしている。会員

の高齢化と楽器の運搬が課題。

YMにほんご（広田秋美さん）

①今回は活動発表があり、他団体の活動を知

ることができて元気をもらえた。また意見交

換ができてよかった。

②日本語教室を開催している。日本語を学び

たい外国につながる人が増える一方で、ボラ

ンティアの数がなかなか増えないのが課題。

街の先生 大野邦子さん（バランスボール）

①様々な活動をされている方と交流でき、新

鮮で興味深い話を聞くことができた。

②活動をどう広げていくかが課題。現在はオ

ンラインが中心だが地域で活動の幅を広げて

行きたい。

Picture This Japan (大谷敦子さん）

①実際の活動の話を生で詳しく聞けた。

②参加した子どもたちが内なる自分を

表現することが目標。また、ボラン

ティアとして関わってくる循環が理想。

・泉の会

・WE21ジャパンみなみ

・南区食生活等改善推進員会

市民活動団体 街の先生

・青木清さん（合気道）

・手老(てろう)和子さん（フラワーアレンジ）

・山田玲子さん（韓国茶会）

箏との出会いは、小学3年生に

遡ります。現在は自宅でのお稽

古を中心に一年に一度、勉強会

や演奏会を開催しています。ま

た、市内の小学校でのお箏体験

授業や横浜市民広間演奏会会員

としても活動しています。
「箏は実は今でも新しい曲が作ら

れている現在進行形の楽器。上達

への近道は人前で演奏することや

そのための準備だと思います。お

稽古では、それぞれの個性や好み

に合う曲を楽しく上達できるよう

に心がけています」とのこと。地域施設での書道教室 小学校での体験授業

横浜市庁舎アトリウムで演奏

街の先生紹介リレー 第1回
りょうじょう こと じゅうしちげん

参加者に①利用者のつどいの感想

②活動の課題や目標などをお聞きしました。

書道歴は60年以上



活動のPR・仲間募集をしませんか？
利用登録団体は、各団体が行っている市民向け講座やイ
ベントなどのＰＲ、メンバー募集などをすることが出来
ます。ご希望の際には、いつでもご連絡下さい。

次回原稿〆切：11月 30日（12月発行）

発行：みなみ市民活動・多文化共生ラウンジ
〒232-0024
横浜市南区浦舟町3-46 浦舟複合福祉施設10階

045-232-9544（日本語）
045-242-0888（外国語）
当施設は南区から委託を受け、YOKE

（横浜市国際交流協会）が運営をしています。

みなみ市民活動・多文化共生ラウンジは、誰もが心豊かでいきいきと生活できる元気な地域を実現するために自主的な活動を応援します。
市民活動・生涯学習の相談・情報の提供、機材の貸出・ミーティングスペース等の利用ができます。

〈シリーズ〉南区のみどころスポット紹介（第２回）

こども植物園は、1979年6月、国際児童年を記念して植物遺伝学者・木村均博士の
研究所跡地に開園した、広さ３ヘクタールの植物園です。「子どもたちに、植物に接し
自然に親しみながら植物の知識を深め、緑を守り育てる思いやりのある心を培ってもら
うとともに、市民の皆様に対する緑化の普及教育活動を行っています」とホームページ
にあります。

【info】
●所在地： 横浜市南区六ッ川3-122 ●TEL： 045-741-1015 
●交通案内：横浜市営バス利用の場合、
平和台折返場行き79系統もしくは53系統で「児童遊園地前」下車、徒歩１分

●開園時間：9:00～16:30 ＊休園日：毎月第3月曜日（休日の場合は、翌日）

新しい街の先生紹介
スマホの写真撮影から、写真共有方法まで

ハッピーカメラ さん
写真館の店長を経て、現在は人物、風景、商品

などの撮影をしています。スマホでキレイに写真
を撮るためのコツ、町を散策したときの風景撮影
やポートレート撮影、生前の遺影撮影のポイント
をお伝えします。さらに、LINEやGoogleフォトで写真共有する使い
方を習熟度に応じて解説します。

記事・写真撮影協力：横浜みなみガイドボランティアの会

暑かった夏もようやく終わりを迎え、秋のイベント
や講座の準備に張り切って取り組んでいます！
楽しいワークショップや様々な講座にぜひご参加く
ださい！（い）

四季を通じてさまざまな植物に親しめる

●●編集後記●●

こども植物園 -六ッ川-

●メタセコイアの並木道、ニュートンのりんごの木、メンデルのブドウ…
四季を通じて草花・樹木・野草・竹園・薬草などが楽しめます。中でも意外と圧巻

なのが、南門の入り口付近にあるメタセコイアのちょっとした並木です。メタセコイ
アは生きた化石ともいわれ、約30メートル以上の高さの美しい姿が見られます。
他にもニュートンのりんごの木、メンデルのブドウ、ハンカチノキなど珍しい植物

が数多く集められています。園内にはクイズのパネルも設置されており、楽しみなが
ら回ることができます。展示資料館、緑の相談所と施設が充実しているのに、入園料
が無料なのもうれしい散歩道です。

地域の外国人と交流しながら、日本語習得のお手伝
いをする初めの一歩を踏み出してみませんか？
【日程】10/5、10/12、10/19、10/26、11/2
【時間】13:30～15:30
【場所】みなみ市民活動・多文化共生ラウンジ
【講師】有田 玲子氏（東京にほんごネット代表）
【定員】25名（先着順） 【参加費】無料
【申込方法】①講座名 ②氏名 ③お住まいの区
④電話番号を記入のうえ、メールでお申込みください。
(minamihihongo@yoke.or.jp 宛) 
※講座の詳しい内容については、メールまたは電話
で当ラウンジまで、お問い合せください。
※新型コロナウィルス感染状況により、オンライン
（Zoom）での開催となる場合があります。

開催日時：10月8日（土）14:00～16:00
会場：フォーラム南太田 めぐカフェ
参加費：無料 定員：30人（要事前予約・先着順）
申込方法：WEB、TEL、窓口 TEL：045-714-5911

フォーラム南太田から報告会のお知らせ

「多様なひとりひとりの声を聴く」
～外国につながる20-30代女性の現状～
インタビュー調査報告＆トークセッション

南区日本語ボランティア入門講座

上：圧巻！メタセコイアの並木道
下：6月はバラが見事

学校、就職、親や友人との関係、妊娠出産、育児など、10代までに
親と共に横浜で定住をはじめた女性たちの声を紹介します。
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